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	会終了後 交流会開催
	6月度内科会員懇談会
	起立性調節障害と神経発達症への　　　　　　　　漢方的アプローチ
	　近年、不登校児童生徒数は増加しており、令和6年度には約35万人に達している。不登校児の約3〜4割に起立性調節障害（OD）が併存するとされ、さらに神経発達症の発達特性による学校不適応も不登校の背景要因となる。 　本講演では、不登校支援において重要となる起立性調節障害および神経発達症への理解を踏まえ、漢方薬を用いた治療アプローチについて紹介する。
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